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岡山県医師会認定生涯教育講座（９・10月分）
http://www.okayama.med.or.jp/lle/app/kouza

９月の予定
１ 火
２ 水 第74回岡山赤十字病院病診連携研修会
３ 木 令和２年度　かかりつけ医のための特定疾

患・指定難病研修会
４ 金 美作医会学術講演会・CCセミナー
５ 土
６ ㊐
７ 月 •御津医師会オンライン学術講演会

•真庭市医師会学術講演会
８ 火 膵疾患Frontline ～膵外分泌機能不全と栄養

を考える～
９ 水 第24回岡山市CKD医療連携の会（第25回

OCKD-NET Seminar）
10 木 •（※中止になりました）

　第144回倉敷眼科臨床懇話会
•不眠不安に係るオンライン研修会

11 金
12 土 岡山県内科医会学術講演会
13 ㊐ 岡山県保険医協会　第319回プライマリケア

懇話会
14 月 胃がん検診研修会
15 火 •都窪医師会学術講演会

• 令和２年度　かかりつけ医のための特定
疾患・指定難病研修会

16 水 浅口医師会生涯教育研修会
17 木 •（※延期になりました）

　第22回岡山県西部地区産婦人科研究会
•Web講演会「第８回津山脂質セミナー」
• 第26回岡山性感染症研究会　WEBセミ
ナー
•真庭市医師会胃がんABC検診講演会
• 岡山済生会総合病院　第101回病診連携研
修会

18 金 令和２年度　かかりつけ医のための特定疾
患・指定難病研修会

19 土
20 ㊐
21 ㊊
22 ㊋
23 水 •美作医会学術講演会

•御津医師会学術講演会
24 木 •（※延期になりました）

　 第22回OKAYAMAリウマチネットワーク
研究会
•真庭市医師会学術講演会
•主治医意見書研修会

25 金 •北児島医師会講演会
•第434回岡山市医師会内科医会

26 土
27 ㊐
28 月
29 火
30 水

10月の予定
１ 木
２ 金 令和２年度　病院勤務の医療従事者向け認

知症対応力向上研修会
３ 土
４ ㊐
５ 月
６ 火
７ 水
８ 木 第548回児島臨床医の集い
９ 金 第21回岡山認知症研究会
10 土
11 ㊐ 岡山県小児科医会学術講演会
12 月
13 火
14 水
15 木
16 金
17 土
18 ㊐
19 月
20 火
21 水
22 木
23 金
24 土
25 ㊐
26 月
27 火 循環器・消化器Joint Seminar in 岡山　

～抗血栓療法の合併症を考える～
28 水
29 木
30 金
31 土
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非常時こそ活躍できる体制整備

 高梁医師会理事　野村　良明

　高梁医師会と高梁市は、４年前から市内の病院と診療所との連携をとり、看護職の質向上
を図るための合同研修や人材確保に努めている。令和元年度には企画連絡会議を10回、研修
会は12回開催している。
　今年、新型コロナウイルス感染拡大により、医療現場では感染の不安と闘いながら現場に
立っており、３密を避けるため各施設では研修会を全面的に中止し、必要な会議のみに絞っ
ている。院外の会議には参加しないという方針をとっている施設もある。現在の状況が安定
する見通しは立たず、今後の対策が必須となる。
　一昨年は、豪雨災害により交通網が寸断された中、避難場所での感染予防や健康保持など
の課題が見えた。今回の新型コロナウイルス感染症拡大下でどのように対応できるか、さら
に大きな課題である。今後も災害は繰り返し襲ってくると考えなければならない。
　このような状況の中で、ICTやWEBでの各施設の情報交換や会議を行うことは、多忙な業
務の中で移動にかかる時間や感染リスクを低減できるので、この機会に構築することを計画
した。
１．目　　的：①看護介護の質向上
　　　　　　　② 非常時（感染症、自然災害発生時等）にも滞ることなく連携でき、地域で

の安定した生活の支援
２．連携機関： 各医療機関（４病院＋医師会）、各在宅介護支援事業所、各訪問看護ステーショ

ン、市役所等
３．内　　容
　　計画Ａ： 各病院看護管理者、各介護支援事業所、訪問看護ステーション管理者がICT・

WEBを使用して会議、研修を行う連携を作っていく。研修科医・勉強会は晴
れやかネットテレビ会議システムを使う。第１回目の連絡会議はこのシステム
でテレビ会議を行っている。

　　計画Ｂ： 高梁市内の医療介護関連施設や市の連携課が簡単に情報発信、連携できるホー
ムページを作成し、参加者の持っているスマホに連携用のアプリを入れる。こ
のアプリを起動することで伝えたい情報、知りたい情報の受け渡しができる。
災害発生時支援の必要状況や感染状況の把握、人材確保のための素早い情報共
有ができる。こうして早期に対応することで二次災害、二次感染を最小限にと
どめられる体制を作る。高度な個人情報を伝えるときは晴れやかネット・ケア
キャビネットを使う。

　非常時においても正しい知識を持ち対応できるための研修会を行い、地域への貢献を目指
している。

地域包括ケアネットワーク No.80

688


